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Ⅰ 主題設定の理由 
 教育振興基本計画(平成25年)では，今後の教育の

在り方として，「一方向・一斉型の授業だけではなく，

ＩＣＴなども活用しつつ，個々の能力や特性に応じ

た学びを通じた基礎的な知識・技能の確実な修得や，

子どもたち同士の学び合い，さらには身近な地域や

外国に至るまで学校内外の様々な人々との協働学習

や多様な体験を通じた課題探求型の学習など，学習

者の生活意欲，学習意欲，知的好奇心を十分に引き

出すような新たな形態の学習の推進が求められる。」1)

と示されている。 

 平成26年度広島県「基礎・基本」定着状況調査理

科において，所属校のタイプⅡの平均正答率は62.5％

であり，基礎的・基本的な知識･技能を活用すること

に課題があることから，所属校において知識を習得

させた上で知識を活用する学習活動について取組を

進めているところである。 

 平成27年度広島県教育資料（平成27年，以下「教

育資料」とする。）には，「これからの社会を生き抜

くために必要な資質・能力の育成を目指した『主体

的な学び』を創造していく必要がある。」2)「『課題発

見・解決学習』の質をより高め，学びを『主体的な

学び』にしていくためには，基礎的・基本的な知識・

技能に留まるのではなく，それらをつなげ，いろい

ろな場面で活用できる知識・技能に高め，それらを

統合して新たな価値を創造していく必要がある。」3)

と述べている。このことから，知識を習得し活用す

る学習を充実させていくことで，主体的な学びを促

すことができると考えた。知識を習得し活用する学

習活動を充実させるため，反転授業に着目した。反

転授業には二つの型があり，完全習得学習型は知識

の習得を目指し，高次能力育成型は知識の習得と思

考力の育成を目指している。これらを一つの単元で

組み合わせて行うことで，生徒に知識を習得させた

上で，その習得した知識を基に活用する学習活動を

行えば，主体的な学びを促すことができると考えた。 

 本研究では，e-ラーニング教材を活用して二つの

反転授業を組み合わせた単元構成の工夫を行う。教

師は予習で用いるe-ラーニング教材を作成し，配信

する。生徒は教材を入手し，事前に分かったこと，

理解したこと，疑問に思ったことをまとめ，知識を

習得する。授業では，疑問に思ったこと等を整理し，

基礎的な理解を確認した上で，習得した知識の理解

を深める学習活動や，知識を活用する学習活動を行

う。 

 このように中学校理科の単元において，e-ラーニ

ング教材を活用した学習活動を通して反転授業の工

夫を行えば，主体的な学びを促すことができるであ

ろうと考え，その検証を目的として本研究題目を設

定した。 

研究の要約 
 本研究は，中学校理科の単元「水溶液の性質」において，e-ラーニング教材を活用した学習活動を通し

て，主体的な学びを促すための反転授業の工夫について考察したものである。文献研究から，主体的な学

びを促すためには，生徒に知識を習得させた上で，その知識を基に活用する学習活動を行うことが有効で

あることが分かった。そこで，e-ラーニング教材を作成し，知識を習得させる学習活動を行う完全習得学

習型反転授業と，習得した知識を活用する学習活動を行う高次能力育成型反転授業を一単元の中で行うこ

とが，有効であると考えた。そして，それぞれの反転授業で e-ラーニング教材を活用した反転授業を工夫

し，研究授業を行った。その結果，e-ラーニング教材を活用した二つの反転授業を行うことは，主体的な

学びを促す上で有効であることが分かった。 



 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ 主体的な学びについて 

(1) 主体的な学びとは 

 土持ゲーリー法一は，「主体的な学びとは，授けら

れた知識を一方的に享受するのではなく，それを踏

まえて展開させることである。」4)と述べている。 

 溝上慎一（2014）は，「能動的学習」「積極的学習」

「主体的学習」を「アクティブラーニング」として

まとめ，「一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受

動的）学習を乗り越える意味での，あらゆる能動的

な学習のこと。能動的な学習には，書く・話す・発

表するなどの活動への関与と，そこで生じる認知プ

ロセスの外化を伴う。」5)と述べている。 

 「教育資料」では，「『主体的な学び』とは，授け

られた知識を一方的に享受するのではなく，学習者

自らが能動的に学びを展開することであり，学習者

基点の学び，深い学びといった面を持つ。」6)と述べ

ている。 

 これらのことから本研究では，習得した知識を基

に，生徒自らが能動的に学習を展開し，知識を習得

した上で，その習得した知識を活用する学習活動を 

主体的な学びとする。 

(2) 主体的な学びを促すためには 

 市川伸一（2004）は，「知識を大切にしながら，そ

れを子どもにただ蓄えさせるのではなくて，どう活

用させて学習活動を組み立てていくか，ということ

こそが，これからの授業で考えるべき大きな問題に

なろうかと思います。」7)と述べている。 

 市川（2008）は，「『知識があってこそ人間はもの

を考えることができること』『学習の過程とは，与え

られた情報を理解して取り入れることと，それをも

とに自ら推論したり発見したりしていくことの両方

からなること』。認知心理学を基盤として学習・教育

研究をしている私たちにとって，これはもっとも基

本的な考え方です。」8）そして，「学習や発達の過程

には，『教えられて，理解し，さらに，その先を考え

ていく』ということが不可欠だからです。」9）と述べ

ている 。 

 角屋重樹（平成24年）は，「理科において『何を』

活用させるかといえば，それは子どもが獲得した基

礎的な知識や技能であるといえる。」10)「活用する

ことは，子どもが習得した基礎的な知識や技能を思

考，判断，表現などのスキルを適用していろいろな

場面で具体化していくことといえる。」11)と述べて

いる。 

 角屋（2013）は，「主体的な学習者は，学習活動

や行動において，自分が①『何』を②『どのように』

すべきかということが明確になっている。一方で主

体的でない学習者は，それらが明確になっていな

い。」12）と述べている。 

 これらのことから，主体的な学びを促すためには，

生徒が知識を習得した上で，その習得した知識を基

に，思考，判断，表現などのスキルを適用していろ

いろな場面で具体化していく学習活動を行うことが

必要であると考える。このような学習を充実させる

ために反転授業を行う。 

 

２ 反転授業について 

(1) 反転授業とは 

 山内祐平・大浦弘樹（2014）は，「反転授業は一般

に『説明型の講義など基本的な学習を宿題として授

業前に行い，個別指導やプロジェクト学習など知識

の定着や応用力の育成に必要な学習を授業中に行う

教育方法』を指す用語である。」13)と述べている。 

また，森朋子(2015)は，「説明中心の講義などをe

ラーニング化することで学習者に事前学習を促し，

対面授業では理解の促進や定着を図るために演習課

題，または発展的な学習内容を扱う授業形態であ

る。」14)と述べている。 

(2) 反転授業の利点 

 森(2015)は，｢従来の授業では学習者の主体性に大

きく任されていた授業外学習の部分にも，対面授業

同様，教員の意図を大きく反映させることが可能に

なる。その授業の教育目標を達成するために，授業

外学習と対面授業の双方において，どのような学習

活動を組み合わせるのか。その支援は，授業内に留

まる学びから授業内・外をつなぐ学びへと対象を拡

張していく。｣15)と述べている。 

 芝池宗克・中西洋介（2014）は，望ましい学習習

慣について，「自宅で予習をしっかりとこなし，授業

中に予習でわからなかったところを補い，自宅では

授業で習ったことを復習し，これを繰り返すこと」16）

と述べている。反転授業では，新たな学習サイクル

「予習＋授業（解説動画）→授業で復習・応用」を

生み出したり，「予習（従来の授業の解説と演習）→

授業→復習」という従来のスタイルを強化したりす

ることで，学習効果が上がるとしている（1）。 

 郡司直孝（2015）は，資質や能力を育成するため

に行う協働的な学習を意図的・継続的に取り組む上

での課題を，時間の確保ができず，取組が充分なも

のになっていないこととしている。しかし，反転授



 

 

業を行うことによって，基本的な学習に要していた

時間を協働的な学習を行う時間に充てることができ

ると述べている（2）。 

 以上のことから反転授業には，①家庭学習を授業

と同様に教師の意図を明確に反映させることができ

る，②学習サイクルを見直すことにより学習効果を

向上させることができる，③授業の中で生徒が知識

を活用して学習するための時間を確保できるという

三つの利点があると考える。 

(3) 単元を構成する反転授業について 

 山内ら(2014)は，反転授業を，完全習得学習型反

転授業と高次能力育成型反転授業に分類し，完全習

得学習型反転授業では，全ての学習者が成果を享受

でき，高次能力育成型反転授業では，知識習得と思

考力の育成を両立させることが可能になるとしてい

る(3)。 

 森（2015）は，完全習得学習型反転授業について，

「ある教育内容のレベルを受講者全員が達成するこ

とを目標に掲げ，事前学習で学んだ内容を対面授業

のアクティブラーニングで定着・発展させる方法で

ある。」17）また，高次能力育成型反転授業は，「事前

学習で得た知識を活用し，対面授業ではさらに発展

的な活動を行うことを目的としている。」18）と述べ

ている。それぞれの授業のデザインを表１のように

例示している。 

 

表１ 反転授業のデザイン例19） 

 
（注）本研究では事前学習の部分を予習とする。 

 

 本研究では，表１の事前学習を予習とし，対面活

動を授業とする。 

 市川(2004)は，学校で行われる授業には，図１の

ようなサイクルの学習があるとし，「重要なのは，そ

れぞれのサイクルだけで閉じてしまわないことです。

それらがリンクしていることによって，学びの文脈

が形成され，意義がわかり，意欲の出る学習となっ

て，深まっていくわけです。」20）と述べている。 

 このことから，完全習得学習型反転授業で目指す，

知識を習得させる学習活動と，高次能力育成型反転

授業で目指す，知識を活用する学習活動をリンクさ

せることが大切であると考えた。そこで，二つの反

転授業を一つの単元に組み合わせて，知識を習得し

た上で，その習得した知識を活用する学習活動を行

うことができ，主体的な学びを促すことにつながる

と考えた。 

 

 
図１ 市川が表した授業と学習サイクル21) 

 

 本研究では，これらの反転授業のデザイン例と学

習サイクルを基に，単元構成を工夫する。本研究の

単元において行う反転授業の単元構成を図２に示す。 

 

 

図２ 本研究の単元において行う反転授業の単元構成の工夫 

 

(4) 反転授業の工夫について 

 森（2015）は，反転授業について「個人の産物で

ある〈わかったつもり〉を，他者との相互作用の中

での揺らぎや躊躇を通じて，再度，自らの〈わかっ

た〉を再構築していくプロセスは，まさに生涯学習

にも通じる普遍的な学習モデルである。」22）と述べて

いる。 

 完全習得学習型反転授業では，予習で習得した知

識を基に，授業では理解確認の学習活動で，e-ラー

ニング教材を活用したペア学習を行う。演習問題を

共有して取り組ませることや，自分の考えを相手に

説明することを通して，「分かったつもり」を「分かっ

た」に再構築させ，理解の確認をする。 

 次に，理解深化の学習活動では，生徒に自作の問

題作りを行わせる。作成した問題をクラス全体で共

有させ，他の人が作成した問題を互いに解くことで，

知識の習得を図る。 



 

 

 高次能力育成型反転授業では，前時の学習で疑問

として解決できなかったことを課題として設定し，

個人，グループ，全体思考を通して，課題を解決さ

せる。この学習活動では生徒の考えを，ＩＣＴを活

用して可視化し，グループで共有させる。また，全

体で思考する場面では，図や文章を拡大提示し，発

表した生徒の思考が理解しやすくなるよう工夫する。 
 

３ 反転授業で用いるe-ラーニング教材につ

いて 

(1) 予習で用いるe-ラーニング教材について 

 反転授業では，従来の授業で行っていた説明中心

の講義をe-ラーニング化しそのための教材を教師が

作成する。 

 教育の情報化に関する手引（平成22年）には，「児

童生徒のつまずきを防ぎ，わかる授業を実現するた

めに，また，思考や理解をより深めるためには，映

像などを組み合わせながら説明することが大切であ

る。そのためにＩＣＴを活用することは大きな効果

を発揮する。」23）と示されている。 

 このことから，作成する教材は，図やグラフなど

の画像を表示させた教師による説明と演示実験等の

動画を組み合わせる。 

 授業の目標を達成するために，これらの映像を組

み合わせて動画を作成することで，教師の意図を反

映した教材になるよう工夫する。 

(2) e-ラーニング教材の配信について 

 作成したe-ラーニング教材は，オンラインで配信

し，生徒が所属校のＷＥＢページ上で動画を視聴で

きるようにする。インターネットに接続できない生

徒には，ＤＶＤを配付する。このことにより，生徒

が，いつでも，どこでも予習できるように工夫する。 

 家で視聴できない生徒は，始業前や放課後を活用

して，学校で視聴させる。 

 

Ⅲ 研究の仮説と検証の視点と方法 
 

１ 研究の仮説 

 中学校理科「水溶液の性質」の単元において，教師

が作成したe-ラーニング教材を活用して，完全習得学

習型反転授業と高次能力育成型反転授業を行えば，生

徒は知識を習得した上で，その知識を活用し，主体的

な学びを促すことができるであろう。 

 

２ 検証の視点・方法 

 検証の視点と方法を表２に示す。 

表２ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 

e-ラーニング教材を活用した反転授業

の工夫を行うことで，知識を習得させ
ることができたか。 

質問紙調査 

ワークシート 

振り返り 

e-ラーニング教材を活用した反転授業の
工夫を行うことで，生徒が能動的に学習
を行い，習得した知識を活用することが

できたか。 

質問紙調査 

ワークシート，振り返り 

ポストテスト 

 
Ⅳ 研究授業について 
 
１ 研究授業の計画 

○ 期 間 平成27年７月３日～13日 

○ 対 象 所属校第１学年（１学級20人） 

○ 単元名 水溶液の性質 

○ 目 標 

・物質が水にとける様子の観察を行い，水溶液の

中では溶質が均一に分散していることを見いだし，

粒子モデルで説明したり，溶液の濃さを質量パー

セント濃度で表したりすることができる。 

・再結晶の実験を行い，その結果を溶解度と関連

付けてとらえることができる。 

○ 学習指導計画（全５時間） 

時 学習内容 

事前 事前アンケート 

１ 溶質の水溶液中での様子を考える 

２ 
質量パーセント濃度を使って溶液の濃さを

表す【反転授業】 

３ 
物質の溶解度から溶質を取り出す方法を予

想する 

４ 溶質を取り出す実験を行う 

５ 
水溶液を冷やした時の再結晶について，溶

解度と関連付けて説明する【反転授業】 

事後 事後アンケート 

 

２ 完全習得学習型反転授業について 
(1) 予習について 

 第２時の反転授業の予習で使用したe-ラーニング

教材の一部を図３に示す。この教材は，溶液，溶質，

溶媒と質量パーセント濃度の求め方や粒子のモデル

図についての知識を習得させることを意図して作成

した。溶液の濃さついて，無色透明な溶液でも質量

パーセント濃度を用いれば比較できることが分かる

よう工夫した。また，濃度を求める際に用いる用語

は，溶質の粒子の様子をイメージすると，捉えやす

くなると考え，実物とモデル図，モデル図と式を関

連付けて，習得できるよう工夫した。最後に演習問



 

 

題でどちらの水溶液が濃いか考えさせた。 

 生徒が予習で用いたワークシートは，予習した翌

日に提出させることで，生徒が予習しているかどう

か生徒一人一人の習得状況を事前に把握した。 

 

 
図３ 予習で使用したe-ラーニング教材の一部 

 

(2) 理解確認の学習活動と演習問題について 

 理解確認の学習活動でe-ラーニング教材を活用し

たペア学習を行った。生徒が予習のワークシートに

記入した疑問や分からなかったことについては，授

業のはじめに解説し，理解を促した。次に演習問題

を共有して取り組ませることや，自分の考えを相手

に説明することを通して，「分かったつもり」を「分 

かった」に再構築させ，理解の確認をする。 

 そのための演習問題は，①溶液と溶質の質量から

濃度を求めるもの，②溶媒と溶質の質量から濃度を

求めるものを作成した。図４に作成したe-ラーニン

グ教材の一部を示す。 

 

 
図４ 作成したe-ラーニング教材 

 

(3) 理解深化の学習活動について 

 理解深化を図るために生徒に問題作りを行わせ，

ペアやグループで問題を検討させる。この学習活動

を通して作成した問題のモデル図と式の関連の違い

について理解を深めさせた。作成した問題は，クラ

ス全体で共有させるためにタブレット端末の学習支

援アプリケーションを活用した。共有した問題を生

徒が互いに解くことで，知識のさらなる習得を図る。

生徒が作成した問題を図５に示す。 

 

 
図５ 生徒が作成した問題 

 

３ 高次能力育成型反転授業について 

(1) 予習について 

 第５時の反転授業の予習で使用したe-ラーニング

教材の一部を図６に示す。この教材は，水溶液と粒

子モデル，粒子モデルと溶解度曲線を関連付けて捉

えさせることを意図して作成した。まず，実物を使っ

て温度による溶解度の違い捉えさせるようにした。

次に，モデル図を使って温度の変化に伴って溶解度

が変化する様子を説明した。また，グラフとモデル

図を関連させて示し，イメージ化しやすいようにし

た。最後に溶解度曲線上でどのようなモデルになる

か演習問題で考えさせた。 

 

 
図６ 飽和水溶液をグラフとモデル図で捉えさせるe-ラーニ 

    ング教材 

 

(2) 理解確認の学習活動について 

 授業では，はじめに予習で行った問題の解答を説

明した。次に，①ある温度での溶解度の読み取りに

ついて，②溶解度曲線上の任意の点をモデル図で表

すとどうなるかについて，三つの選択肢から選択さ

 

 

第 1 問 
１００ｇの硫酸銅水溶液に４ｇの硫酸銅が溶けています。質量

パーセント濃度を求めなさい。 



 

 

せる問題に取り組ませることで，習得した知識を確

認した。問題の一部を図７に示す。 

 

 
図７ 理解確認問題 

 

(3) 課題の設定について 

 課題の設定は，前時の学習で「食塩水は温度を下

げても食塩が出てこないのはなぜだろうか」という

疑問を解決するために設定した。 

 温度を下げても溶質が取り出せなかった理由を，

溶解度曲線を使って考えさせた。予習で習得した知

識を活用し，実験条件下での塩化ナトリウムの溶解

度を求めさせた。その後，温度を下げていくと，モ

デル図がどのように変化するか溶解度と関連付けて

考えたり，溶解度の違いを計算したりして，溶解度

曲線とモデル図を関連付けて考えさせた。 

(4) 発表・討論について 

 グループで考えた溶解度曲線と飽和水溶液のモデ

ル図の関連について，自分の考えと他者の考えの違

う所と同じ所を明確にさせた。分からない部分につ

いては意見の交流を通して，生徒が互いに理解でき

るように工夫した。また，グループや全体で発表す

る場面では，考えたことを図やグラフで可視化する

ことで，分かりやすく説明できるように工夫した。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 
 

１ 分析の方法 

 事前・事後の質問紙調査，ワークシート，振り返

りの記述，ポストテストから分析を行う。ポストテ

ストは，全国学力・学習状況調査と広島県「基礎・

基本」定着状況調査を参考に２問作成した。温度を

下げて再結晶する溶質の質量を求める問題，示され

た実験条件をグラフに照らし，用語を用いて説明す

る問題を出題した。 

 

２ e-ラーニング教材を活用した反転授業の

工夫を行うことで，知識を習得させること

ができたか 

(1) 予習について 

 事前・事後質問紙調査から検証する。 

 質問事項「家庭で理科の予習をしている。」の結果

を図８に示す。 

 

 
図８ 予習に関する調査結果 

 

 結果を，有意水準１％片側検定でｔ検定したとこ

ろ，事前と事後に有意な差が見られた。 

 事後調査で肯定的な回答をした生徒は17人（85％）

だった。その理由として，「前までは使う物がなくて

予習できなかったが，ビデオがあることで予習でき

るようになった。」「ビデオがあるので予習がやりや

すかった。」と記述している。 

 また，生徒は「１回目は面白くてやっていたけれ

ど，２回目の時は（動画をしっかり見ておかないと

授業で）ついて行けないと思った。」「予習のビデオ

を見て授業を受けると分かりやすかったので，やろ

うという気持ちになった。」と記述していた。 

 これらのことから，教師の意図を反映させたe-ラ

ーニング教材が，授業との関連で予習を促し，知識

を習得させることにつながったと考える。 

(2) 完全習得学習型反転授業での知識の習得につ

いて 

 完全習得学習型反転授業で取り組んだ課題の正答

率の変化を表３に示す。 

 

表３ 完全習得学習型反転授業で取り組んだ課題の正答率の 

    変化 

 

 表３の結果から，事前に予習で習得した知識を基

に，e-ラーニング教材を活用して，演習問題に取り

組むことや，問題を作成しペアで学習を行うこと，

自分の考えを説明することを通して，生徒は習得し

た知識を再構築し，理解を深めることができたと考

 予 習 演習問題 理解深化 

正答率 65.0％ 85.3％ 97.4％ 

50℃の水100ｇで，塩化ナトリウムの飽和水溶液をつくる

には，何グラムの塩化ナトリウムが必要ですか。溶解度

曲線を見て考えましょう。 

また，その時の粒子モデルはどれですか。 

      



 

 

える。 

 演習問題に取り組んだ問題数と正答数を表４に示

す。 
 

表４ 取り組んだ問題数と正答数

 

 

 表４の取り組んだ問題数と正答数から生徒が作成

した問題では，生徒が自分の知識の習得に合わせて

自らの問題に取り組み，正答することができた。 

 これらのことから，e-ラーニング教材を活用した

完全習得学習型反転授業において，生徒は知識を習

得させることができたと考える。  

 

３ e-ラーニング教材を活用した反転授業の

工夫を行うことで，生徒が能動的に学習を

行い，習得した知識を活用することができ

たか 

(1) 生徒が能動的に学習を行うことができたか 

 質問項目「理科の授業では，グループで学習する

時，自分の考えや知っていることを発言する。」の結

果を図９に示す。 

 

 
図９ グループの話し合いでの発言に関する調査結果 

 

 事後調査では，全ての生徒が肯定的に回答してい

る。事前調査と比べて肯定的に回答した生徒は，「分

かるところがあるから発言が増えた。」「予習や教科

書で（学習して）知っていることに自信がもてるよ

うになって発言できるようになった。」と記述してい

た。このことから，e-ラーニング教材を活用して，

事前に知識を習得したことで，生徒がグループでの

話し合いで，能動的に学習を行うことができたと考

える。 

(2) 習得した知識を活用することができたか 

 質問事項「理科の授業では，分かったことや考え

たことを実物や図，関係する式などと関連付けてい

る。」の結果を図10に示す。 

 

 
図10 関連付けに関する調査結果 

 

 結果を，有意水準１％片側検定でｔ検定したとこ

ろ，事前と事後に有意な差が見られた。 

 生徒は，「図や式を書いた方が分かるとビデオを見

て気付いた。」と記述している。 

 また，１回目の反転授業において，生徒は，予習

で学習した二つのモデル図が，問題で問われている

式のどちらの式に関連するかを，予習のワークシー

トで確認しながら学習していた。このことから，生

徒はモデル図と式を関連付けて考えることができた

と捉える。 

 ５時間目のワークシートの記述から検証する。 

 それぞれの学習場面で，溶解度の特徴を捉えて記

述した生徒の人数を図11に示す。 

 

 
図11 溶解度の特徴を捉えて記述した生徒の人数 

 

 50℃の飽和塩化ナトリウム水溶液を20℃まで下げ

た時，再結晶しない理由について記述させたところ，

個人思考の段階では，溶解度の特徴を根拠として記

述した生徒は５人であった。グループ思考の場面で

は，他者の考えとの違いを明確にさせ，分からない

ところについては，説明し合うことを行うことで知

識が再構築され溶解度の特徴を根拠として記述した

生徒が増加したと考える。 

 さらに，全体での発表する場面では，生徒が分か

りやすく説明するための工夫を行うことで，モデル

19 

16 

5 

全体 

グループ 

個人 



 

 

図とグラフを関連付けて考えることができるように

なったと考える。  

 これらのことから，e-ラーニング教材を活用した

反転授業の工夫を行うことで，高次能力育成型反転

授業において，生徒は習得した知識を基にモデル図

や関連付けて考えることができたと考える。 

 出題した２問のポストテストは，飽和していない

水溶液についての検証問題であったが，ここで充分

な成果を得ることはできなかった。これは，授業に

おいて，グラフの読み取りや温度変化とモデル図の

関係について，飽和水溶液の実験結果について考察

することに重点を置いたことによるものと考える。  

 以上の（１）（２）のことから，e-ラーニング教材

を活用した反転授業の工夫を行うことで，生徒が能

動的に学習を行い，習得した知識を活用することが

できたと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 

 教師が作成したe-ラーニング教材を活用した学習

活動や一単元の中で知識を習得した上でその習得し

た知識を基に活用する学習活動を行う反転授業の工

夫は，主体的な学びを促す上で有効であることが分

かった。 

 

２ 今後の課題 

○  他の単元においても，e-ラーニング教材を活用

した学習活動を通して，反転授業の工夫を行うこ

とで，主体的な学びが促すことができるよう研究

を進めていく必要がある。 

○  e-ラーニング教材を生徒がいつでもどこでも再

生できるよう，保存形式と容量の圧縮について工

夫改善する必要がある。  
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